
新 宿 区 立 津 久 戸 小 学 校（地域協働学校準備校）    平成 28 年 2 月 12 日 

運 営 協 議 会 だ よ り   第 10 号       
                  代表 中 井 啓 之   校長 八 田 瑞 穂 

 

第 10 回地域協働学校準備校運営委員会が開催されましたので、議事の概要をご報告します。 

 

■日 時  平成 28年 2 月 4 日（金）15 時 30 分～16 時 30 分 

■場 所  津久戸小学校 会議室 

■司 会  運営委員会代表 中井 啓之 

 

1. 代表挨拶 

こんにちは。今日は立春です。暦の上ではもう春となりました。今日もいつもどおりの流れでよろしく

お願いいたします。 

 

2. 情報交換・意見交換等 

① 学校より 

 本日、3年生対象に七輪体験を行った。本校の卒業生保護者による「神楽坂あそびの杜」のみなさ

んと中井さんのお父様に毎年ご協力いただいている。ご協力に感謝し、こういった繋がりがいい

参考となるのではないか。 

 インフルエンザにより、１学級が学級閉鎖となった。 

 教育課程の編成を来年度に向けて行っている。学校の決まりや、児童や保護者に知っておいてほ

しいことなどをまとめる。この会の中でも知恵をお借りできれば。 

 2 月 9 日に 2年生から 5年生対象の区の学力テスト。（次年度からは 2年生から 6年生対象。） 

各学年で精査し、経年の推移を HP上にアップしていく。（以上は区の方針。） 

 4 月より支援を必要とする児童を対象に「学びの教室」が始まる。なぜ支援をする必要があるのか

など、お知らせしていく必要がある。 

②PTA 会長より 

    5 年生対象の箪笥育成会主催の豆まきに出席した。 

 

  ③4月の指定校スタートに向けて方向性について 

【組織イメージ】運営協議会の下に事務局を置く（事務作業のサポート・企画の策定・調整・広報作

業など）→その下に各支援事業部を置く。   

 ＜意見＞どこかで取りまとめる必要があるので事務局で集約する。負担感はあるが、事務局ですべ

てを行うのではなく、うまく振り分けられるよう、橋渡しの存在。 

【4月から開始する支援事業部を決める】 

 ＜案＞・放課後の白銀公園見回りサポーター募集  

・ホリデースクールにおける講師ご依頼（PTA とは別）→まずは人材集め。 

・他、学校から支援を依頼されたもの（例：授業中の子どものサポートなど） 

 ＜学校より＞筑土八幡神社前の道路工事が 3月中に終了する。今までの通学路が通れない児童がい

る。PTA との協議で、熊谷組の信号を渡るのは道路が狭くて登校時は危険なので、従来通り歩道橋

を使うということになっている。警察の話だと、道路も実際に車が通ってみないと渋滞がどこで起

こるかも検討がつかないとのこと。いずれにしても、交通量も増えるので、見守りをお願いしたい。

尚、教育委員会に問い合わせたところ、予算の都合上、シルバー人員を増やすことは不可能。 

 ⇒見守り募集のチラシを作成し、次回の運営委員会にて内容確認、配布予定。 

  （下校時間はまちまちなので、ひとまずは入学式以降の登校時のみ。） 

 



【周知方法】 

 ・広報紙「いいぎり」で津久戸が目指す地域協働学校の周知、サポーター募集、報告など 

  地域の方にもお配りする 

 ・学校の HP 上でアップする   （いずれか、または双方にて） 

 

   以上の展開案について、意見交換が行われた。 

【意見交換】 

 無理のないところからスタートしていくとよい。 

 賛否両論のあるものについては実施を避ける。 

 負担が少なく、時系列的に実施の時期がかぶらないものを。 

 学校や PTA との連携をうまく取り、それぞれがすみわけられるようにする。 

（立ち上げの際、学校や PTA の協力は必要となるが、運営委員会とは別物である。） 

 4 月からすぐにサポーター募集をしたい。各所より協力してくださる、とお声がかかっている。 

 「このようなお手伝いができます」という方のリストを作成する。 

 （教育支援課）支援部ありき、ということではないので、年度途中で内容が変更となってもよい。

各学校の動きに合わせてもらえれば。 

 

3．次回への課題 

  支援内容について具体的なものにする。 

サポーター募集に関しては、保護者だけだと広がらないので周知の方法を考え、早めに進めていく。 

 

4．次回の予定 

平成 28年 3 月 11 日（金）15 時 30 分から津久戸小会議室で行います。 

 

 

出席者  

中井啓之、川端喜美、高梨昌代、奈須野稔久、林天延、小川恭伸、大塚香、松田和繁、 

八田瑞穂、滝上康之（生活指導主幹）、長澤桂子（教務主任）、 

教育支援課事務局（中山佳苗主任主事）、書記（高田麻紀子 PTA 副会長） 

 

 地域協働学校準備校運営委員会メンバー 

  代 表   中井啓之（卒業生、元 PTA 会長） 

  副代表   川端喜美（青少年育成委員会 総務部長） 

  委 員   高梨昌代（スクールコーディネーター） 

奈須野稔久（赤城元町町会長） 

丸山勝子（箪笥町地区民生児童委員） 

林 天延（PTA 会長） 

小川恭伸（前 PTA 会長） 

大塚 香（東五軒町児童館・学童クラブ・地域交流館 総合館長） 

松田和繁（株式会社熊谷組 CSR 推進室 CS 推進グループ部長） 

八田瑞穂（校長） 

 

地域協働学校準備校運営委員会はすべて公開です。 

どなたでも、傍聴や見学をすることができます。 


